
第
Ⅰ
部

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
る
視
角

二
〇
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
と
ロ
シ
ア
の
介
入
は

多
く
の
人
を
驚
か
せ
た
。
こ
こ
で
は
、
複
雑
で
分
か
り

に
く
く
見
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
関

係
や
政
治
構
造
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
多
様
な
側
面
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
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一
九
九
三
年
の
初
訪
問
後
も
、
筆
者
は
現
地
調
査
の
た
め

に
度
々
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
れ
、
い
わ
ば
定
点
観
測
の
よ
う

に
、
移
り
ゆ
く
マ
イ
ダ
ン
の
風
景
を
眺
め
て
き
た
。
独
立
広

場
は
、
フ
ル
マ
ン
の
指
摘
す
る
首
都
争
奪
戦
の
、
象
徴
の
よ

う
な
舞
台
で
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
、
そ
の
対
決
構
図
は
、
フ

ル
マ
ン
が
描
く
よ
う
な
東
西
二
元
論
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い

が
）。
広
場
は
、
二
〇
〇
〇
〜
〇
一
年
の
「
ク
チ
マ
な
き
ウ

ク
ラ
イ
ナ
運
動
」
の
拠
点
と
な
り
、
そ
し
て
二
〇
〇
四
年
に

は
、
こ
こ
を
震
源
と
す
る
市
民
の
不
正
選
挙
へ
の
抗
議
が

「
オ
レ
ン
ジ
革
命
」
に
結
実
し
た
。

他
方
で
二
〇
〇
九
年
二
月
に
は
、
こ
の
独
立
広
場
に
面
し

て
、
国
際
機
構
「
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
」
の
本
部
が
開
設
さ
れ
る
。
旧

ソ
連
の
な
か
で
ロ
シ
ア
と
距
離
を
置
く
グ
ル
ジ
ア
（
現

ジ
ョ
ー
ジ
ア
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ

ル
ド
バ
が
結
成
し
、
そ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
マ
イ
ダ
ン
は
常
に
、
大
衆
を
巻
き
込
ん
だ
政

治
闘
争
の
舞
台
と
な
り
、
近
年
そ
の
背
後
に
は
国
際
政
治
の

影
も
ち
ら
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
従
来
は
示
威
行
動
の
非

暴
力
性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
各
政
治
勢
力
が

日
当
を
支
払
っ
て
デ
モ
隊
を
動
員
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
二
〇
一
〇
年
二
月
に
ヤ
ヌ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
政
権
を
奪
取
し
、
翌
年
に
政
敵
の
テ
ィ
モ

シ
ェ
ン
コ
を
収
監
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
民
主
野
党
の

抗
議
デ
モ
も
切
迫
感
を
帯
び
た
。
し
か
し
、
キ
エ
フ
で
は
政

治
的
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
も
日
常
的
な

た
め
、
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
釈
放
を
求
め
る
テ
ン
ト
村
も
、

す
っ
か
り
街
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。
筆
者
な
ど
は
キ

エ
フ
の
こ
と
を
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ス
テ
ー
ジ
」
と
呼
ん
で
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
一
一
月
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
が
Ｅ
Ｕ
と

の
連
合
協
定
交
渉
の
棚
上
げ
を
発
表
す
る
と
、
民
主
野
党
や

市
民
・
学
生
ら
が
す
ぐ
さ
ま
抗
議
運
動
を
開
始
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
期
キ
エ
フ
に
滞
在
し
て
い
た
筆
者
は
、
デ
モ
の

様
子
を
観
察
し
に
い
っ
た
が
、
正
直
に
い
え
ば
、「
ま
た
い

つ
も
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
始
ま
っ
た
な
」
と
い
う
程
度
に

し
か
感
じ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
年
を
越
し
て
二
〇
一
四
年
に
入
る
と
、
治
安
部

隊
と
デ
モ
隊
の
衝
突
が
激
し
さ
を
増
す
。
一
〇
〇
名
以
上
の

犠
牲
者
を
出
し
た
末
に
、
二
月
二
二
日
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

大
統
領
が
逃
亡
、
政
権
が
崩
壊
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
、
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ド

ン
バ
ス
地
方
の
内
戦
と
続
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
グ
ロ
ー

筆
者
が
初
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
を
訪
問
し
た

の
は
、
一
九
九
三
年
九
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
ソ
連
邦
が
崩
壊

し
た
の
が
一
九
九
一
年
暮
れ
な
の
で
、
独
立
後
二
年
弱
と
い

う
時
期
。
ま
だ
ま
だ
国
家
体
制
は
未
整
備
で
、
独
立
国
家
の

「
さ
な
ぎ
」
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
市
中
心
部
に
あ
る

独
立
広
場
も
、
牧
歌
的
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
の

政
変
で
有
名
に
な
っ
た
「
マ
イ
ダ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、

「
広
場
」
を
意
味
し
、
狭
義
に
は
こ
の
独
立
広
場
を
指
す
。

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
の
政
治
学
者
Ｄ
・
フ
ル
マ
ン

が
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
旧
ソ
連

の
東
ス
ラ
ヴ
三
国
で
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
て
い
る
政
治
力
学
を

対
比
し
て
み
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア

は
首
都
に
よ
る
地
方
の
支
配
、
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
大
衆
支
配

で
あ
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
も
、
首
都
の
エ
リ
ー
ト
が
地
方
／
庶

民
と
対
峙
す
る
図
式
だ
が
、
首
都
の
権
威
が
低
か
っ
た
た

め
、
ロ
シ
ア
と
は
逆
に
周
縁
の
庶
民
が
エ
リ
ー
ト
を
屈
服
さ

せ
る
構
図
の
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
政
権
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
対

し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
首
都
と
地
方
と
い
う
垂
直
的
な
形
で

は
な
く
、
エ
リ
ー
ト
も
大
衆
も
文
化
的
に
東
西
に
分
裂
し
て

お
り
、
水
平
の
対
立
が
基
軸
と
な
る
。
首
都
の
キ
エ
フ
は
地

理
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
中
間
に
位
置
し
、
東
西
に
よ
る

首
都
争
奪
と
い
う
形
で
権
力
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る＊

１

。

第
Ⅰ
部 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
る
視
角

﹇
第
Ⅰ
部
に
あ
た
っ
て
﹈

移
ろ
う
マ
イ
ダ
ン
の
風
景
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

服
部
倫
卓
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バ
ル
危
機
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
私
が
キ
エ

フ
を
訪
れ
た
二
〇
一
四
年
五
月
に
は
、
独
立
広
場
を
中
心
と

す
る
キ
エ
フ
中
心
部
で
は
、
反
政
府
デ
モ
の
テ
ン
ト
村
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
、
革
命
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
、
何
と
も

名
状
し
が
た
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
筆
者
と
し
て
は
、
な
ま
じ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
政
治
文
化
を
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
情

勢
を
見
誤
り
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
現
時
点
か
ら
振
り

返
る
と
、
二
〇
一
三
年
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
、
従
来
の
パ
タ
ー
ン
を
逸
脱
し
て
暴
力
革
命
に
転
じ
、

内
戦
に
ま
で
発
展
し
た
の
に
は
、
二
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ

る
。第

一
に
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
の
腐
敗
と
専
横
が
、
あ

ま
り
に
も
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
こ
の

政
権
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
政
権
を
倒
す
た
め

な
ら
い
か
な
る
手
段
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
の
が
マ
イ
ダ

ン
の
論
理
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
線
を
踏
み
越
え
た
こ
と

が
、
ク
リ
ミ
ア
と
ド
ン
バ
ス
の
危
機
を
自
ら
招
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
権
力
闘
争
に
、
ロ
シ
ア
・

Ｅ
Ｕ
・
米
国
と
い
う
大
国
が
関
与
・
介
入
す
る
こ
と
で
、
い

わ
ば
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
か
か
っ
た
格
好
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り

危
機
が
増
幅
さ
れ
国
際
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ

シ
ア
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
関
税
同
盟
／
経
済
連
合
、
Ｅ
Ｕ
に

よ
る
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
戦
線
に
お
い
て
ぶ
つ
か
り
合
っ

た
と
い
う
地
政
学
的
な
側
面
は
、
や
は
り
否
定
で
き
な
い
。

巷
間
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
米
国
の
ネ
オ
コ
ン
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
介
入
も
、
問
題
を
激
化
・
錯
綜
さ
せ
る
一
つ
の
要

因
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

二
〇
一
五
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
情
は

安
定
に
向
か
っ
て
い
な
い
。
同
年
初
頭
、
ロ
シ
ア
の
テ
コ
入

れ
を
受
け
た
ド
ン
バ
ス
の
分
離
主
義
武
装
勢
力
が
軍
事
的
攻

勢
を
強
め
、
民
間
人
を
含
む
犠
牲
者
が
増
大
し
、
米
国
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
武
器
供
与
に
踏
み
切
る
恐
れ
も
強
ま
っ

た
。
危
機
感
を
抱
い
た
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
尽
力
に

よ
り
、
二
月
に
ド
ン
バ
ス
和
平
に
向
け
た
新
た
な
合
意
（
ミ

ン
ス
ク
Ⅱ
）
が
ど
う
に
か
成
立
し
た
。
し
か
し
、
和
平
の
条

件
と
さ
れ
る
ド
ン
バ
ス
に
自
治
権
を
与
え
る
憲
法
改
正
は
難

航
し
て
お
り
、
戦
闘
も
散
発
的
に
続
い
て
い
る
。
二
〇
一
四

年
四
月
に
ド
ン
バ
ス
紛
争
が
発
生
し
て
か
ら
一
年
間
で
の
犠

牲
者
数
は
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
難
民
は
一
五
〇
万
人
に

上
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
経
済
が
落
ち
込
み
を
続
け
る

中
、
デ
フ
ォ
ル
ト
を
回
避
す
る
た
め
の
綱
渡
り
の
財
政
運
営

が
続
い
て
い
る
。

以
下
、
各
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

最
初
の
大
串
論
文
は
、
複
雑
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
を
理
解

す
る
た
め
の
視
点
を
提
供
す
る
。
同
国
で
は
地
域
ご
と
の
派

閥
が
強
い
力
を
持
っ
て
お
り
、
一
国
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に

欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
四
年
以

前
に
お
い
て
は
、
国
家
が
分
断
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
発
生

し
て
い
な
か
っ
た
。
各
地
域
の
派
閥
は
、
中
央
政
界
へ
の
進

出
を
目
指
し
て
他
の
派
閥
と
競
合
し
て
お
り
、
結
果
と
し

て
、
国
家
と
し
て
の
一
体
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
連
邦
制
で
は
な
く
単
一
的
な
国
制

を
採
用
し
て
い
る
点
も
、
こ
の
傾
向
を
促
進
す
る
効
果
を
有

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
統
領
が
地
方
知
事
等
の
重
要
ポ
ス

ト
の
任
命
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
統
領
選
挙
は
各

地
域
派
閥
に
よ
る
熾
烈
な
戦
い
の
場
と
化
す
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
多
数
の
政
治
勢
力
が
中
央
政
界
で
の
ポ
ス
ト
を

求
め
て
競
合
す
る
状
況
を
、
大
串
は
「
求
心
的
多
頭
競
合
体

制
」
と
呼
び
、
こ
う
し
た
特
徴
が
、
今
回
の
危
機
に
お
い
て

ど
う
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

服
部
論
文
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
側
面
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治

を
読
み
解
く
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
サ
ッ

カ
ー
界
も
ま
た
、
地
域
派
閥
が
割
拠
す
る
国
内
事
情
を
反
映

し
て
お
り
、
と
き
と
し
て
地
域
間
の
対
立
を
煽
る
機
能
を
果

た
し
て
き
た
。
だ
が
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
政
変
時
に
は
、

全
国
各
地
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
が
和
解
宣
言
に
調
印
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
同
士
の
対
立
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
地
域
分
裂

を
乗
り
越
え
て
団
結
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
多
く
は
一
九
九
一
年
の
独
立
後
に
教
育
を
受
け

て
育
っ
た
若
い
世
代
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
贔
屓
の
チ
ー
ム
を

熱
狂
的
に
応
援
し
つ
つ
も
、
ア
ウ
ェ
ー
の
試
合
を
観
戦
す
る

た
め
に
全
国
各
地
を
回
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
し
て
の
一
体

感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
Ｂ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
い

う
「
想
像
の
共
同
体
」
が
サ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
単
純
な
理
想

化
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
国
家
の
一
体
性
が
危
機
に
さ

ら
さ
れ
る
な
か
で
、
サ
ッ
カ
ー
が
国
民
統
合
の
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
の
溝
口
論
文
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
介
入
し
た

理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ロ
シ
ア
の
行
動
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
て
お
り
、
旧
ソ
連
諸
国
に
対
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す
る
影
響
力
保
持
の
た
め
、
あ
る
い
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方

拡
大
に
対
抗
す
る
た
め
と
い
っ
た
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ロ
シ
ア
が
介
入
し
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
で
は
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
旧
ソ
連
諸
国
の
な
か
で
最
も
長
い
歴
史

的
結
び
つ
き
を
持
つ
国
家
で
あ
り
、
同
国
で
反
ロ
的
な
政
権

が
誕
生
し
た
こ
と
を
ロ
シ
ア
が
問
題
視
し
た
の
は
事
実
だ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
に
距
離
を
置
く
政
権
が
生
ま
れ
た

の
は
二
〇
一
四
年
が
初
め
て
で
は
な
い
。
溝
口
は
、
ア
メ
リ

カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
と
い
っ
た
国
際
的
な
要
因
を
挙
げ

つ
つ
、
プ
ー
チ
ン
に
対
す
る
国
民
の
支
持
が
二
〇
〇
七
年
末

頃
か
ら
長
期
凋
落
傾
向
に
あ
っ
た
点
に
着
目
し
、
ロ
シ
ア
国

内
に
お
い
て
権
力
基
盤
が
弱
体
化
し
た
こ
と
が
行
動
様
式
の

変
化
を
招
い
た
と
分
析
し
て
い
る
。

最
後
の
重
松
論
文
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
視
点
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
を
含
む
バ
ル
ト
諸
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
同
様
、
旧
ソ
連
の
一
部
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
今

回
の
危
機
は
対
岸
の
火
事
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

リ
ト
ア
ニ
ア
は
二
〇
一
三
年
七
月
よ
り
半
年
間
に
わ
た
っ
て

Ｅ
Ｕ
理
事
会
の
議
長
国
を
務
め
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
連
合
協
定
調
印
を
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
同
国
政
府
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

政
権
崩
壊
に
つ
い
て
も
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
民
主
的
変

化
」
と
し
て
全
面
的
に
歓
迎
し
た
ほ
か
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
介

入
を
強
く
批
判
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
並
ん
で
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
に
最
も
熱
心

な
国
の
一
つ
で
あ
る
。
重
松
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
」
に
位
置
す
る
同
国
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
東
方
政
策
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
同

時
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
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①
氏
名
…
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倫
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と
り
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ち
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②
所
属
・
職
名
…
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一
般
社
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法
人
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シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
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易
会
・
ロ
シ
ア
Ｎ

Ｉ
Ｓ
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済
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究
所
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調
査
部
長
。

③
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年
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地
…
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一
九
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年
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。

④
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中
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と

す
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国
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。

⑤
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…
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青
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歴
史
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攻
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ス
ラ
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社
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文
化
論
）在
学
中
。

⑥
職
歴
…
…
一
九
八
九
年
四
月
、
ソ
連
東
欧
貿
易
会
・
ソ
連
東
欧
経
済
研

究
所
研
究
員
。
一
九
九
八
年
四
月
、
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
日
本
国
大

使
館
専
門
調
査
員
。
二
〇
一
五
年
四
月
、
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
貿
易
会
・
ロ

シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
経
済
研
究
所
調
査
部
長
。『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』編

集
長
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
長
期
の
滞
在
と
し
て
は
、
一
九
九
八
年
四
月
〜

二
〇
〇
一
年
三
月
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
ミ
ン
ス
ク
市
。
一
九
九
〇
年

に
は
モ
ス
ク
ワ
に
、九
二
年
に
は
米
国
に
、そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
月
程
度
滞
在
。

⑧
研
究
手
法
…
…
文
献
調
査
、
現
地
調
査
。

⑨
所
属
学
会
…
…
比
較
経
済
体
制
学
会
、
ロ
シ
ア
東
欧
学
会
、
Ｅ
Ｕ
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
研
究
成
果
を
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
発
信
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設（http://w

w
w

.
hattorim

ichitaka.com

）。
ブ
ロ
グ（http://hattorim

ichitaka.blog.
jp

）も
毎
日
更
新
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
拙
著
で
恐
縮
だ
が
、
服
部
倫
卓『
不
思
議
の
国
ベ
ラ
ル
ー

シ

―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
遠
く
離
れ
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四

年
）は
、「
失
敗
例
」を
通
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
察
す
る
と
い
う

大
胆
な
試
み
で
あ
り
、
ぜ
ひ
ご
一
読
願
い
た
い
。
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